
２．アジア
  中国等で景気は拡大が続いている。

①景気の拡大が続くアジア経済 　　　　　　　　　　　②鉱工業生産は増加傾向
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（備考）各国・地域統計により作成。
　　　　中国はＧＤＰの改訂に伴い、公表値のみを掲載。
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（備考）各国・地域統計により作成。
        シンガポール及びタイは製造業の数値。
　　　　中国の08年１月は1-2月累積の伸び。
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（備考）各国・地域統計により作成。
　　　　08年1-2月の値は平均値。ただし、シンガポール、タイ、マレーシアは1月単月の値。
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③輸出は増加傾向であるものの、中国では伸びがやや鈍化している



①2008年主要目標
（全国人民代表大会資料『政府活動報告』より抜粋）

中国：景気は拡大が続く

不動産
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（備考）1．中国国家統計局により作成。
　　　　2．数値は内閣府推計値。
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②固定資産投資は高い伸びが続いている

全体
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 (備考）1. 中国国家統計局、全国人民代表大会（全人代）資料により作成。
　　　　2．全人代とは、日本の国会に相当。年１回開催。
　　　　3．『政府活動報告』とは、日本の施政方針演説に相当。
　　　　4．08年の全社会固定資産投資は、数値目標はないものの「規模を合理的に抑
え、
　　　　　　投資構造の最適化に力を入れる」と記述されている。
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消費者物価上昇率（総合）

(前年同月比、％)

食　品
食品以外

（備考）中国国家統計局により作成。
　　　　ＣＰＩの項目別寄与度は内閣府推計値。

（月）

（年）

④食品価格等の上昇により、消費者物価上昇率は上昇している
固定資産投資（都市部）

（％）

目　標

2003年 04年 05年 06年 07年 08年

実質ＧＤＰ成長率 10.0 10.1 10.4 11.1 11.4 ８％前後

全社会固定資産投資 27.7 26.8 26.0 24.0 24.8 ―

消費者物価上昇率 1.2 3.9 1.8 1.5 4.8 4.8％前後

実　　績
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輸出の動向と国・地域別寄与度
（前年比、％）

輸出伸び率

 （期、月）
　(年）

NIES+ASEAN

その他

EU
日本

アメリカ

③輸出は増加しているものの、このところ伸びがやや鈍化している

（備考）中国海関総署により作成。


